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１．はじめに 

室蘭工業大学航空宇宙機システム研究センターでは，現在，次世代の超音速輸送機における基

盤技術の飛行実証のため，小型無人超音速実験機オオワシⅡの研究開発が進められている．同実

験機は，飛行マッハ数 1.3 で離陸から飛行，そして着陸までを自律飛行で行うことを目指してい

る．そこで，推進エンジンには，従来のジェットエンジンシステムと比較して小型・大推力・高

比推力であることが求められる．これを満たすエンジンとして図１に示すガスジェネレータサイ

クル・エアターボ・ラムジェットエンジン(Gas Generator Cycle - Air Turbo Ramjet，GG-ATR 

Engine)が候補に選定された．同エンジンは，通常のターボジェットエンジンとは異なり，独立し

たガスジェネレータ(Gas Generator，GG)の燃焼ガスによりタービンを駆動する．現在，GG 単体

燃焼試験の準備を進めており，今年度は図 2に示す GGの主要構成要素のひとつである GG 用点

火器の着火・燃焼試験を行った． 

 

 
図 1 GG-ATR エンジン 

 

 
図 2 ガスジェネレータ 
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２．点火器諸元 

GG-ATRエンジン搭載用ガスジェネレータの主要構成要素である点火器は，図 3に示すフィル

ムクーリング式 GOX/GH2 トーチ点火器を採用している．前年度までは図 3左のようなノズルが

分岐されていない点火器で着火試験を行ってきた．しかし，図 2で示したように 2基の GG をひ

とつの点火器で着火させるため，本年度は図 3右に示すノズルを二股に分岐させた点火器につい

て着火試験を行った．以下の表 1に GG点火器の仕様を示す．  

 

表 1 GG点火器仕様 

項目 記号 単位 点火器 

酸化剤 𝑂 - GOX 

燃料 𝐹 - GH2 

総流量 𝑚̇ g/s 約 4.0 

混合比 𝑂/𝐹 - 
コア部 20 

ノズル部 2 

燃焼室圧力 𝑃𝐼𝐺 MPaA <0.5 

 

   

 
 

図 3 GG点火器 

 

３．試験方法 

３－１．供給系 

点火器試験を行うときの供給系系統図を図 4に示す．酸化剤流量および燃料流量はチョークオ

リフィスにより式(1)を用いて求める． 

𝑚̇ = 𝐶𝑑𝐴𝑂𝑅
𝑃𝐹𝐷

√𝑅𝑇𝐹𝐷

√𝛾 (
2

𝛾 + 1
)

𝛾+1
𝛾−1

 (1) 
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図 4 GG点火器試験供給系系統図 

 

３－２．作動シーケンス 

点火器試験における作動シーケンスを図 5に示す．点火開始を x=0 [s]とする．また酸素および

水素を x=-3.0 [s]から流し始めることにより，定常状態での点火を行う．カットオフは火炎温度

の上昇を防ぐため，酸素供給を先に停止し燃料過多の状態で行う． 

 

 

図 5 GG点火器作動シーケンス 
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４．着火試験 

着火試験より得た燃焼ガス温度及び燃焼ガス流量から，GG点火器の点火エネルギを算出し

た．その結果を図 6に示す．点火エネルギとは，推進剤着火の可否を判断するひとつの指標であ

る． 

 
図 6 点火エネルギ 

 

図 6には，ノズルの長さ（ノズルの長いほう：-L，ノズルの短いほう：-S）を記載してい
る．また，■に×印は，分岐管有りの試験で，燃焼ガスによって熱電対が振られることなく計
測できたものである．本試験で得られた点火エネルギは最低で約 11.5 kJ/sである．この結果
から LOX-Ethanol への着火可能の見込みはあるが，着火しない場合には酸素ガスおよび水素
ガス流量を増やす等の対策が必要である． 
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